










６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

作付面積 7,821 7,840

大豆単収 244 263

黒大豆単収 - 184

作付面積 8,972 16,800

春小麦単収 267 366

秋小麦単収 578 598
作付面積 7,518 12,300
大豆単収 275
作付面積 6,522 6,600
小豆単収 160 232
作付面積 10,744 10,800
馬鈴薯単収 2,436 2,610

6 主要野菜（トマトほか） 高収益野菜作付助成 作付面積 1,464 5,150
作付面積 1,611 1,620
てん菜単収 5,859 5,610
作付面積 1,611 1,620
てん菜直播取組面積 1,170 1,180

9
シストセンチュウ対抗緑
肥（アカクローバほか）

シストセンチュウ対
抗緑肥作付助成

作付面積 2,102 2,110

10
地力増進作物（えん麦ほ
か）

地力増進作物助成 作付面積 2,840 2,850

作付面積 2,288 1,450
飼料用米（多収品
種）単収 606 686

作付面積 2,403 2,410
そば単収 68 109
作付面積 2,403 2,500
取組面積 2,403 2,410
そば単収 68 112

14 そば（二毛作対象外） そば作付助成 作付面積 2,403 7,200
15 新市場開拓用米 新市場開拓用米取組拡大助成作付面積 1117 100

契約面積・数量
（a/kg） 0 100/5,330

作付面積・数量
（a/kg） 1,117/60,330 943/50,261

13 そば
そば湿害対策取組助
成（２）

16 新市場開拓用米
複数年契約加算（新
市場開拓用米）

11 飼料用米 飼料用米取組助成

12 そば
そば湿害対策取組助
成

7 てん菜 てん菜生産振興助成

8 てん菜
てん菜直播栽培取組
助成

4 小豆 地域振興作物助成

5
馬鈴薯（生食用・加工
用・種子用含む）

地域振興作物助成
（２）

2 麦（種子用麦含む）
戦略作物振興助成
（２）

3 大豆（種子用大豆含む）
大豆抵抗性品種作付
助成

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1
大豆（種子用大豆・黒大
豆含む）

戦略作物振興助成



７ 産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：北海道

協議会名：倶知安町農業再生協議会

1 戦略作物振興助成 1 9,000 大豆(種子用大豆・黒大豆含む) 心土破砕等

2 戦略作物振興助成(2) 1 11,250 麦（種子用麦含む） 心土破砕等

3 大豆抵抗性品種作付助成 1 4,500 大豆（種子用含む、黒大豆は対象外） 播種前契約

4 地域振興作物助成 1 17,100 小豆 心土破砕等

5 地域振興作物助成(2) 1 22,500 馬鈴薯（生食用、加工用、種子用含む） 心土破砕等

6 高収益野菜作付助成 1 38,700

主要野菜（南瓜、スイートコーン、メロ
ン、アスパラガス、ごぼう、キャベツ、
長芋、白菜、ブロッコリー、ホウレン
草、トマト、キヌサヤ、スナップエンド
ウ、インゲン、人参、玉ねぎ、大根、パ
プリカ、ナス、ピーマン、スイカ、キュ

対象作物を作付けすること

7 てん菜生産振興助成 1 18,000 てん菜 心土破砕等

8 てん菜直播栽培取組助成 1 18,000 てん菜 直播栽培

9 シストセンチュウ対抗緑肥作付助成 1 36,900
アカクローバ・クリムソンクローバ・ハ
リナスビ・トマト野生種・ヘアリーベッ
チ・カラシナ類

作付及びすき込み

10 地力増進作物助成 1 8,100

地力増進作物（えん麦、青刈りとうもろ
こし、ソルガム、イタリアンライグラ
ス、スーダングラス、ギニアグラス、ア
カクローバ、アルサイククローバ、ベッ
チ類、ベルコ、カラシナ類、レバナ、は
ぜりそう、マリーゴールド、緑肥ひまわ
り、クリムソンクローバ、アブラナ、ハ

作付及びすき込み

11 飼料用米取組助成 1 13,500 飼料用米 農産物検査、低コスト収益性向上に資する要件２つ

12 そば湿害対策取組助成 1 9,000 そば 心土破砕等

13 そば湿害対策取組助成(2) 1 9,000 そば 心土破砕等（２種類以上）

14 そば作付助成 1 20,000 そば（二毛作対象外） 播種前契約

15 新市場開拓用米取組拡大助成 1 20,000 新市場開拓用米 新規需要米取組計画の認定

16 複数年契約加算（新市場開拓用米） 1 10,000 新市場開拓用米
複数年契約(ただし、Ｒ４から開始する３年以上継続す
る契約のみ。Ｒ３以前から開始している契約は対象と
しない)

※１ 二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連
携）」と記入してください。
   ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
    なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２ 「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は
「４」と記入してください。
※３ 産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４ 産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。
※５ 支援年限を記入してください。
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